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助
九
二
百
五
十
石
千
悶
少
右
衛
門
以
下
、
二
百
石
よ
り
五
十
石
ま
で

の
人
々
三
十
五
名
を
載
せ
た
り
。
利
常
卿
の
時
ま
で
は
‘
鷹
匠
は
皆

侍
組
に
て
、
相
臆
の
知
行
賜
は
り
た
る
者
の
み
た
る
を
、
綱
紀
卿
の
時

に
至
り
改
革
し
て
、
歩
組
の
者
と
た
し
、
小
頭
の
み
知
行
を
賜
は
り
け

り
。
寛
文
十
一
年
の
士
艇
に
、
鷹
匠
組
小
頭
二
百
石
大
平
源
右
衛
門
・

同
百
拾
石
丹
羽
惣
兵
衛
と
見
b
‘
園
事
昌
披
問
答
に
、
大
平
源
右
衛

門
に
興
カ
鷹
匠
と
一
試
ふ
者
有
v
之
。
百
石
を
三
人
陀
被
v
下
、
切
米
に
直

し
廿
四
俵
宛
に
て
.
鷹
匠
の
次
た
る
者
有
v
之
。
源
右
衛
門
へ
は
外
に

百
石
分
奥
カ
被
v
下
。
故
に
二
人
は
鷹
匠
格
の
者
を
召
し
抱
え
‘
一
人

は
足
軽
格
に
定
め
召
し
抱
え
た
る
よ
し
見
ね
た
り
。
大
平
源
右
衛
門

は
利
常
卿
の
時
よ
り
勤
め
し
鷹
匠
の
家
友
り
。
貞
享
二
年
寺
町
諏
訪

八
幡
由
来
書
に
、
利
常
卿
之
時
野
村
宗
順
・
大
平
右
京
申
上
.
御
臆

詩
昌
御
祈
祷
一
蛍
粧
を
取
立
た
る
よ
し
記
載
す
。
野
村
宗
願
・
大
平
右
京

は
、
共
の
頃
の
鷹
師
に
て
、
方
京
は
源
右
衛
門
の
父
な
ら
ん
か
。
叉

微
妙
公
夜
話
鍬
に
、
或
時
鷹
野
に
御
出
、
聾
時
分
御
供
人
中
へ
菓
子

を
被
v
下
.
何
れ
も
芝
草
の
上
に
長
り
罷
在
。
御
鷹
匠
宇
野
七
郎
右

衛
門
御
鷹
を
据
ゑ
長
り
罷
在
、
膝
脇
に
四
・
五
寸
許
の
竹
筒
あ
り
。

そ
れ
を
御
覧
渉
成
、
子
小
姓
を
以
‘
何
の
用
の
竹
筒
哉
と
御
帯
也
。

飢
陀
覗
き
居
た
る
体
を
見
て
.
詞
を
か
け
何
事
に
や
と
い
へ
ば
、
だ

ま
れ
問
え
る
と
制
し
け
り
。
仲
間
共
合
点
ゆ
か
宇
l

夫
れ
は
つ
る
ま

谷
焼
場
の
燈
飽
た
り
と
い
ふ
時
、
助
三
郎
本
心
に
た
り
、
さ
て
は
狐

め
に
誕
惑
せ
ら
れ
け
り
。
茜
だ
無
念
怠
る
事
友
り
と
後
悔
し
け
り
と

ぞ
。
此
の
外
に
も
か
ゃ
う
の
怪
談
奇
事
共
の
停
話
多
か
り
し
か
ど
、

悉
く
記
載
せ
4
1
0

。
鹿
部
屋
古
田
井
鷹
事
略

下
回
は
延
質
金
津
聞
に
戟
v
之
。
鷹
匠
共
の
邸
地
に
各
姓
名
を
載
す
と

い
へ
ど
も
、
今
時
窮
す
。
高
治
三
年
の
定
書
に
、
御
鹿
師
居
屋
鋪
御
定

歩
敏
之
外
に
、
第
昌
臆
部
屋
井
外
梨
-
屋
敷
拾
歩
宛
向
後
増
被
v
下
僕
問
.

可
v
被
a
相
渡
吋
と
見
h
.
共
の
以
前
は
各
第
地
に
一
頂
け
鷹
を
飼
ひ
世
〈

d
恥
苛
・
り
し
を
.
寛
文
の
初
め
小
立
野
へ
鷹
部
屋
を
移
さ
れ
し
時
‘

底
部
屋
は
小
頭
の
邸
地
越
に
建
て
ら
れ
た
る
も
の
也
。
寛
文
十
一
年

の
士
般
に
‘
大
平
源
布
衛
門
・
丹
羽
m
惣
兵
衛
雨
入
は
鷹
匠
小
頭
と
見

b
寸
右
古
聞
に
鷹
部
屋
雨
人
の
邸
地
漣
に
あ
る
に
て
知
ら
る
。
然
る

に
元
総
の
金
部
聞
に
は
・
椋
長
寺
の
向
た
る
服
部
屋
の
地
を
明
地
と

た
し
。
大
平
源
右
衛
門
が
邸
地
も
黒
岡
甚
助
の
邸
地
と
す
。
さ
れ
ば

源
宿
衛
門
死
後
彼
の
臆
部
屋
を
ば
、
丹
羽
惣
兵
衛
と
邸
地
織
き
な
る

金
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八

m
a
p句一
v

七
郎
左
街
門
殊
の
外
迷
惑
の
鮮
に
て
答
へ
乗
る
を
、
せ
り
っ
き
噂
れ

ば
、
小
曲
揮
に
成
り
て
、
此
頃
淋
病
を
強
〈
痛
み
、
是
を
は
め
て
罷
出
候

へ
E
も
、
つ
く
ば
ひ
申
に
付
は
づ
し
置
た
る
よ
し
申
候
へ
ば
、
御
前

近
〈
御
聞
被
v
成
、
扱
品
川
奉
公
民
精
を
出
し
申
者
と
御
意
候
て
、
小
判

三
雨
賜
り
た
り
。
と
あ
り
。
此
の
宇
野
も
子
孫
代
々
鷹
陛
に
て
、
則

ち
鷹
匠
町
民
世
々
居
住
せ
り
。
文
鷹
匠
は
野
議
を
奔
走
し
.
或
は
夜

据
と
て
‘
暗
夜
に
も
燈
火
も
た
く
鷹
を
据
ゑ
夜
行
を
勤
め
と
注
し
け

る
ゆ
ゑ
に
、
怪
異
に
逢
へ
る
た
E
の
停
穏
多
し
。
純
明
随
爺
に
‘
鷹

匠
伊
藤
助
三
郎
は
、
大
ひ
た
ひ
・
京
び
ん
の
大
男
.
さ
も
す
さ
ま
じ
き

恰
好
た
り
し
が
、
或
時
鷹
を
据
ゑ
‘
実
紳
坂
よ
り
つ
る
ま
谷
前
田
美
作

守
下
屋
敷
の
下
茶
陥
場
へ
行
懸
り
け
る
底
、
助
三
郎
風
と
心
に
息
ふ

ゃ
う
、
問
弁
村
の
邑
長
五
兵
衛
が
せ
が
れ
次
郎
吉
方
へ
嫁
を
迎
へ
る

体
也
。
い
ざ
や
横
の
方
へ
廻
り
窓
よ
り
覗
か
ん
と
思
ひ
見
居
た
り
け

り
。
頓
て
嫁
来
り
‘
内
の
賑
敷
事
い
ふ
許
な
し
。
笠
間
つ
時
分
の
事
た

れ
ば
、
近
郷
よ
り
柴
・
ほ
え
持
ち
出
づ
る
百
姓
ど
も
助
三
郎
を
見
て
、

を
か
し
け
れ
ど
も
男
の
恰
好
す
さ
ま
じ
き
故
、
い
か
に
も
恐
ろ
し
く

思
う
て
過
ぎ
行
き
け
り
。
然
る
慮
へ
跡
よ
り
仲
間
ど
も
騰
を
据
ゑ
来

り
見
れ
ば
、
助
三
郎
茶
枇
場
の
燈
絡
に
指
に

τ穴
を
明
け
、
一
心
不

活
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